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日付 時間 移動予定 活動内容 宿泊地 備考

1 6月29日 金 13:30 成田発 フランクフルト JL407

18:00 フランクフルト着 (航空会社提供）

1

2 6月30日 土 10:45 フランクフルト発 アクラ LH564

16:45 アクラ着 Esther's Hotel

＋233-(0)21-772368

3 7月1日 日 12:45 アクラ発（空路） （空路)

    タマレ

14:00 タマレ着 フィールド調整員事務所点検 Picorna Hotel (公用車)

    フィールド調整員宅点検 ＋233-(0)71-22672

4 7月2日 月 9:00 タマレ タマレ市内トロトロ乗り場視察 （公用車)

10:00 タマレ警察署表敬　 タマレ

11:00

昼食

12:00 隊員住居安全点検 Picorna Hotel

　横倉隊員、石田隊員　 ＋233-(0)71-22672

16;00 タマレ市内危険場所視察

5 7月3日 火 6:00 タマレ発　 ワ (公用車)

11:00 ワ着    In-Service 

昼食

12:00 隊員住居点検 Training Centre

　古澤隊員、大島隊員、世羅隊員

15:30 上西部州隊員対象安全対策セミナー ＋233-(0)756-22469

｜ 　インサービストレーニングセンター

17:00

6 7月4日 水  7:00 ワ発　 （公用車)

14:00 タマレ着

15:00 北部州、上東部州隊員対象安全対策セミナー タマレ

｜ 　マリアムホテル Picorna Hotel

17:00 ＋233-(0)71-22672

7 7月5日 木 9:00 タマレ市内視察

11:45 タマレ発(空路） アクラ （空路)

13:00 アクラ着 Esther's Hotel （公用車)

15:00 隊員連絡所点検 ＋233-(0)21-772368

8 7月6日 金 8:30 事務所安全点検、事務所報告 （公用車)

10:00 職員/専門家向安全対策セミナー

｜ 　事務所2階会議室

12:00

昼食

14:00 大使館石川大使、市岡領事表敬(平原所員同行)

15:00 書類作成・整理

19:00 所員との懇談

23:00 アクラ発 機中 SA052

安全対策巡回指導調査団日程表
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         ガーナ共和国巡回指導先 

Accra 市

Tamale 市

Ｗａ市 

2 
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ガーナ事務所巡回指導結果 

第 1 治安情勢等 

  1 治安状況 

    治安状態は、北部州の一部において武装集団によるバス襲撃事件等が発生しており、コートジ

ボアールの紛争の影響を少なからず受けてはいるが極端に治安が悪化している状況下にはな

く、又現在のところ緊急事態に発展するような要因は見当たらず、治安的には安定した状態に

ある。 

 (1) 政党、部族紛争  

当国は、政治・経済ともに安定した発展を遂げてきており、他のアフリカ諸国に比べて比較

的治安状態は良いと言われてきているが、2004 年 12 月の大統領及び議会選挙において、北

部州で部族、政党対立が起こり、タマレ市では死者を出すに至った。しかし、現在は、警察

の取締りの強化等により治安の混乱は収拾されており、緊迫した状態は全く見られず平穏な

状態が続いている。 

また、ノーザン州イエンディ郡(JICA 関係者の派遣なし)におけるダバンゴ族同士のアンダ

ニ家とアブドゥ家の首長継承の争い(2002年に40人殺害される)についても全面的な紛争解

決には至っていないものの、代表的首長評議会(構成・伝統的首長、地域有力者、自冶開発

省職員)の調停を通じて沈静化しており表立った動きは見られない。 

これらの紛争について、北部 3 州を統括する警察本部長は、「これまで治安当局の情報収集

が不足していたため大きな事態となった。現在は専門の警察官を配置して情報活動を強化し

ており、今は各部族の中で何が起こっているかが把握でき、事前にコントロールできる体制

にある。」と述べており、治安当局の対応が強化されている。しかし、全面的な紛争解決に

は至っていないので、今後も関心を持つ必要がある。 

(2) 一般犯罪 

当国においても他国と同様に、通貨の下落や物価の上昇に伴い、一般犯罪は軒並み上昇して

おり「すり、侵入盗」はもとより、特に、強盗、強姦、未成年者に対する性的暴行、傷害の

増加が目立っている。(別添 1「ガーナ主要犯罪統計」参照) 

① 北部州では凶悪犯罪が増加している。 

北部 3 州(特にノーザン州コートジボアール寄り、アッパーウエスト州)では、隣国のコ

ートジボアールの紛争による治安悪化の影響を少なからず受けており、本年 2 月 4 日に

はアッパーウエスト州のワカワカ(Wakawaka)村付近で、5 月 24 日にはアッパーイースト

州のコンコ(Konko)村付近で、いずれも深夜運行の長距離バスを武装集団が襲撃発砲して

金品を強奪する事件が発生している。 

また、警察当局では、「ノーザン州のコートジボアール寄り、特に、Bole～Bamboi 間のジ

ャングル地帯(関係者の派遣なし)の国道上において武装強盗団による深夜帯のバス襲撃

事件等が頻発している。」と注意を喚起している。 

これらについて、北部 3 州統括警察本部長、同刑事部長は「長距離バス襲撃事件があっ

たことから、北部州の国境沿いの道路での夜間の検問を強化している。アッパーイース

ト州での被害は減少しているが、アッパーウエスト州及びノーザン州のコートジボアー

ル寄りではコートジボアールから入り込んだ武装強盗団によると見られる長距離バス襲

撃事犯は増えている。国境全体を警戒するのは難しい。また、不法銃がコートジボアー



ルから流れてきており、ブラックマーケットでは手製銃も出回っており銃器の取り締ま

りは難しく、うまくいっていない。」旨述べている。 

これらの状況から、当国では、これまで銃器使用犯罪が比較的少なかったが、銃器使用

犯罪が増加したことにより治安の悪化を除々に押し上げており、治安当局の取り締まり

も十分とは言えず、今後より一層、武装強盗団によるバス襲撃強盗やカージャック等の

凶悪事件が増加することが予想される。 

② 首都アクラ、クマシ等の他地域は急激な変化は見られない。 

北部 3州以外の首都アクラ等の他地域においては、急激な治安上の変化は見られないよう

であるが、警察関係者及び大使館、事務所関係者からの話を総合すると、治安状態は犯

罪統計にも見られるように徐々に悪化している。 

前回の巡回指導(2003 年 8 月)時に比べて、「すり、置き引き、ひったくり、侵入盗」の被

害が増加しており、又クマシ市内では本年 6月 21 日早朝、フィールド調整員の公用車運

転手が洗車のため降車した際に銃を所持した強盗に襲われる被害が発生するなど、銃使

用の強盗被害も出始めていることから、治安状態は除々に悪化傾向にある。 

なお、性的犯罪については、警察関係者は「刑が厳罰(最低懲役 15 年、最高 25 年)であり、

又私的リンチがあるため比較的少ない。」と述べているが、2006 年の犯罪統計では、「強姦、

未成年への性的暴行」は前年に比べて 33%(2006 年警察認知数 3,089 件)増加しており、注意

を要する犯罪である。 

 

2 体感治安 

今回の巡回指導は、ノーザン州タマレ(Tamale)市、アツパーウェスト州ワ(Wa)市を重点に行っ

たが、これら都市の視察や州警察本部の訪問、隊員との懇談を通じての体感治安としては、以

下の点が挙げられる。 

  (1) タマレ(Tamale)市 

  人口約 60 万の都市で非常に活気があり、当初の視察段階では、犯罪多発地区としては、「バ

スターミナル、タクシーターミナル、市場」が挙げられ「すり、置き引き、ひったくり」

の被害が予想されたが、警察本部刑事部長、同行の運転手、隊員等の話し等から予想に反

して同地区での被害が非常に少ないことが判明した。これは、同地区に私服警察官を配置

し犯罪予防対策を講じていることによるとの説明であり、同行の運転手が私服警察官を指

差し、いたるところで警戒している姿が見られた。 

  しかし、同地域に隣接しているスラム地区では異様な状態が感じられ、危険度が高く立ち

入りは極力避けるべきと感じた。なお、現在のところ同地区への隊員らの立ち入りはない。 

  【タマレ市】 

    

     タマレ空港       タマレ市内中心部         左同 
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 トロトロ(ミニバス)ターミナル   タクシーターミナル     隊員使用の長距離バス 

    
     タマレ中央市場                  左同       危険と言われるスラム街 

 

(2) ワ(Wa)市 

  平穏な田舎の小都市であり、混雑するような場所は少なく、又極端にスラム化した地域も

見当たらず平穏な町で、危険を感じるような場所はない。在外に居住し活動しているとの

意識を持って生活すれば十分安全は確保できる。 

 但し、Tamale、Wa 両都市とも住宅を見ると、窓や出入口にバーグラーバーを設置している

ところが多いことから、侵入盗被害の多いことが窺がえるので、住居防犯については十分

なる配慮が必要である。 

  【ワ市】 

     

     ワ市の中心部                 左同         市中心部の裏通り 

 

(3) 道路状態、検問状況及び通信状態 

① 道路状態 

Tamale～Sawla～Wa～Tumu～Navronga～Bolgatanga～Tamale 間を走行したが、Tamale～

Sawla 間の一部、Wa～Navronga 間の一部を除き舗装されており、舗装部分については道

路幅員も 8～10m あり走行上全く問題はない。特に、Bolgatanga 市内は片側 2車線の舗装

道路で中央分離帯部分に街灯が設置されており非常に良い道路である。 

また、各地の未舗装道路については、少々の凹凸のある部分はあるものの幅員も十分(6

～9m)あり走行上の問題はないが、雨天時には路面が滑るため速度を落としての走行が必

要である。 
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    Tamale～Sawla 間舗装道路    Tamale～Sawla 間未舗装道路  Sawla～Wa 間舗装道路 

 

      

     Ｗａ市内の舗装道路    Wa～Tumu 間の未舗装道路   Wa～Tumu 間の急な下り坂 

 

      

   Navronga～Bolgatanga 間の道路   Bolgatanga 市内の道路     Bolgatanga～Tamale 間の道路 

 

② 検問状況 

  タマレ周辺においては、警察による検問は見られないが、国境寄りの国道、Sawla～Wa、

Tumu～Navrongo～Bolgatanga～Tamale の間においては警察と税関による検問所がいたる

ところに設けられており、自家用車、ミニバス、トラック等の検問を行っている。 

また、Navronga～Bolgatanga 間ではヘルメット、防弾衣、自動小銃を備えての検問所も

みられ、治安悪化に備えての対応が見られた。 

   

Sawla～Wa 間の検問所  Bolgatanga～Tamale 間の検問所   検問所の警察官待機所 

 

③ 通信状態 

当国には携帯電話が 2 系統ありどちらかの系統が通話可能であり、イリジウムは良好に
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通話できる。 

スラヤを当国に 10 台配備しており通話試験を実施する予定であったが、準備不足のため

実施できなかった。 

    

第 2 JICA 関係者の犯罪被害実態 

1 ガーナにおける犯罪被害実態 

(1) 犯罪被害は 16 年度までは少なかったが、一昨年(17 年度)から増加しだし、以後もこの状態

が続いている。 

  ・18 年度・・被害発生数 19 件 20 人、被害遭遇率 6.4 人に 1 人の割合で遭遇 

        関係者派遣国中・・発生数はボリビア、ザンビア、ケニアに次ぐ第 4 位、 

遭遇率は第 16 位(アフリカではマダガスカル、ウガンダ、 

ザンビア、モザンビークに次ぐ第 5 位) 

(2) 協力隊員の被害が全体の 68.7%占めており、男性隊員の被害が多い。 

(3) 過去 5年間の被害では「侵入盗」被害が 50%を占めており、他国にはあまり見られない特異

な状況にある。 

    ・「侵入盗」の中でも「空き巣」のほかに危険度の高い「忍び込み」被害が多い。 

(4) 被害要因では、注意不足による被害が JICA 全体の率より低いが、住居の防犯対策の不備に

よる被害率が高い。(ガーナ・39.6% アフリカ地域全体・19.9% JICA 全体・16.7％) 

 

ガーナにおけるJICA関係者犯罪被害発生実態(平成 12 年～18 年) 

       年度別被害発生件数        罪種別割合         被害要因別割合 
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 2 犯罪被害増加の要因 

当国の犯罪被害は、１７年度以降急激に増加しているが、現地視察や関係者のアンケート及び

面談結果から、次の 2点が挙げられる。 

(1) 当国は安全な国との意識が高く無防備となっている。 

当国の治安状態に関しての関係者のアンケート結果を見ると、治安が良いと回答している

者が 92.5%(40 人中 37 人)、不安がないと回答した者が 60%(40 人中 24 人)であり、「治安

的には問題ない、ガーナは安全」との意識が高く、無防備で日本在住時と同じ意識で行動

していることに起因しているものとみられる。 

これは犯罪被害の被害要因(ズボンの尻ポケットやリュックの外ポケットに入れての財布

や携帯電話の被害、窓や出入口の無施錠での被害等)からも窺い知ることができる。 

    安全対策意識調査結果(回答者 45 人・・協力隊員 29 人、所員・専門家 16 人)

調査項目    総  数    協力隊員  所員・専門家 

治安が良い 37 人（男 21 女 16） 24 人(男 11 女 13) 13 人(男 10 女 3) 
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治安が悪い 8 人(男 6 女 2) 5 人(男 4女 1) 3 人(男 2女 1） 

不安感はない 24 人(男 16 女 8) 15 人(男 9 女 6) 9 人(男 7 女 2) 

不安感はある 21 人(男 11 女 10) 14 人(男 6 女 8) 7 人(男 5 女 2) 

 

(2) 派遣数の増加により住居防犯対策が追い付かず、対策不備による被害が発生している。 

    過去 5 年間の被害を見ると、被害要因の 39.6%が住居防犯対策の不備によるものであり、

又所持品管理の不備による被害もみられ、住居防犯の強化と物の管理意識を高揚させ 

ることが必要である。(上表 犯罪被害実態「被害要因」参照) 

当国への派遣者数は年々増加しており、一度に 20 人以上が派遣されるなど、一部の住居選

定、改善に十分なる対応ができない状態にあり、このことは派遣隊員の次のような要望か

らも窺い知ることができる。 

○ 最近、対策をとっても被害に遭うケースが多い。住居をきちっとチェックして対策

を講じてほしい。（女性隊員） 

○ 鍵が弱々しく、バーグラーバーも取り付けられていない。隊員の家を廻って改善す

べき点をアドバイスしてほしい。（女性隊員） 

○ 配属先に改善を要請してはいたようだが、確認がされていない。入居前に確認する

ことを徹底してほしい。(女性隊員) 

 

第 3  安全対策推進状況 

 1 事務所の取組み 

安全対策取組体制等 

安全対策については、熊谷次長の下で平原所員が総括的立場で取り組んでおり、直接の担当者

しては、 

○ 所員・専門家・・平原所員 

○ 協力隊員等のボランティア・・高橋調整員、広瀬フィールド調整員(北部地区) 

が当たっており、協力隊員等のボランティアについては、直接の担当者だけでなく中元調整員

が協力して住居対策等に取り組んでいるが、他の所員はやや担当者任せのようにみられる。 

また、事務所内に「ガーナは民族的にも温和である。」「他のアフリカ諸国に比べて凶悪犯罪が

比較的少ない、ガーナは安全」との雰囲気が感じられる。 

所員の多くは在外経験豊富な者が多く、自己の経験で｢このぐらいは大丈夫｣との判断が、協力

隊員等初めての在外居住者との感覚に隔たりがあるように見られ、マンネリ化を避けて初心に

帰って取り組むことが望まれる。 

なお、「安全対策マニュアル」は「予想される犯罪とその防止策」「住居の防犯対策」等につい

て詳細に、しかも具体的に作成されており、関係者の本マニュアルの活用が望まれる。 

 

2 緊急事態に対する取組と通信手段 

  緊急事態発生時の「対応マニュアル」は作成されている。通信手段としては、現在、携帯電話

(全関係者に貸与)と無線を活用している。無線を主たる通信手段とし、携帯電話を補助手段と

して運用しており、毎週火曜日と金曜日の午後 5時半に定期交信を行っている。 

  なお、今後は、無線機を徐々に削減して地上波携帯電話と衛星携帯電話(スラヤ)の組み合わせ
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による通信網を整備していく方針を示している。 

巡回指導時の通信状態としては、当国には携帯電話が 2系統あり、関係者はどちらかの系統で

通話可能である。当国に 10 台配備している衛星携帯「スラヤ」については、通話試験を実施

する予定であったが、準備不足のため実施できなかった。 

なお、衛星携帯イリジウムについては、通話状態は良好で、事務所及び各関係者の地上波携帯、

固定電話との通話が可能である。 

 

3 安全対策クラ－ク 

安全対策クラークとして David Asante－Apeatu 氏を活用しているが、同氏は警察の最高幹部

(次期警察長官候補)であるため、活動としては情報の提供が主で、事務所への来所、関係者と

の直接の面談、現場に出向いての指導・助言等の活動は殆ど不可能であり、関係者の係わる事

件、事故等が発生した場合は各現地警察署への対応指示に留まっている。 

今後は、同氏に加え、実際に現場活動(事件・事故の現場対応、住居の点検・改善指導、身近

な情報提供と被害防止対策、関係者への直接指導・助言)等を行える警察関係者(現職の中堅幹

部あるいは OB)を確保することが望まれる。特に、治安の悪化兆候が出ている北部地区に精通

した安全対策クラークの確保が必要と思慮される。 

 

4 大使館との関係 

大使館とは良好な関係を保持しており、安全対策関係情報については、市岡領事と情報交換を

行っている。 

  表敬訪問時、石川大使は「当国は隣国のコートジボアールの内紛の影響を受けている。同国は

北と南に分かれており、表面上は問題が解決したように見られがちであるが、それは違う。北

は経済的に貧しい地域であり、どこかの国が紛争を支援していると見るべきである。」と述べ

ており、今後も警戒していく必要性を強調している。 

 

第 4  JICA 関係者の住居等点検と安全指導結果 

   1 点検実施数 

7 箇所 (フィールド調整員事務所、同調整員住居、隊員連絡所、協力隊員住居 4 箇所) 

2  評価基準(下記の 4段階で評価) 

       A・・現在のままで問題ない。 

    B・・若干の改善を加えれば、現在のままでよい。 

    C・・相当の問題があり、可能であれば転居も考えた方がよい。 

    D・・改善不能の問題があり、転居することが望ましい。 

3  点検結果 

  ① フィールド調整員事務所・・Ａ 

   ② フィールド調整員住居・・・Ａ 

③ 隊員連絡所・・・Ｂ 

   ④ 協力隊員住居 

    ○ Ａ・・・・・・1箇所(Ｗa市 大島歩・古澤竜一隊員宅) 

    ○ Ａに近いＢ・・1箇所(Ｔamale 市 横倉忠道隊員宅) 
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    ○ Ｂ・・・・・・1箇所(Ｗa市 世羅陽子隊員宅) 

        ○ Ｃに近いＢ・・1箇所(Ｔamale 市 石田裕一隊員宅) 

        ※ 各戸の点検結果については、別紙 1「事務所・住居等点検結果」参照 

4  総合評価 

   (1) 一部の隊員は身近なところで侵入盗被害が発生していることから危機感を持ってはいるも

のの、大半の隊員は「地方は安全」との意識が強く住居対策にやや甘さがみられる。 

また一方、面談した女性隊員の中には、「改善要請はしていたが、入居前に改善の確認が

されておらず、無防備同然のところに入居し不安であった。」等の意見があり、特に、当

国においては「忍び込み」被害も発生していることから、女性隊員の入居予定住居につい

ては、事前に安全性の確認を徹底するよう望まれる。 

    (2) 地方隊員の住居では、トイレ、シャワー室が屋外にあるのが多いようであり、女性隊員入

居住居の選定にあたっては、可能な限り屋内設置の家屋を選定することが望ましく、又屋

外設置の場合は夜間の使用時には携帯アラームを携行するよう指導を要する。 

  (3) 外部出入口扉は合板扉のみで、脆弱な錠前「棒鍵錠」を使用しているところが見られる。

合板扉の場合は外側か内側に鉄格子扉(南京錠 2個付き)を設置することが望まれる。 

なお、外部扉に棒鍵錠を使用している場合はシリンダー錠に取り替えることを要する。 

(4) 寝室の防備対策が不十分である。特に、女性隊員の寝室対策は重要であり、寝室の窓には

必ず太さ 10 ㎜以上の鉄格子を取り付け、寝室出入口扉に内鍵(面付け錠)を取り付けること

を要する。 

  (5) 当事務所においては、現在、任地への着任に当たって所員(調整員等)は同行していない。 

女性隊員のみの着任時には、不測の事態の発生をも考慮して可能であれば同行することが

望ましい。隊員から本件に対しての要望がある。 

 

第 5  安全対策セミナーの開催 

  安全対策セミナーは北部州派遣協力隊員対象として 2 回、所員、専門家対象として 1 回開催し

た。 

  １ 上西部州協力隊員対象 

○ 実施日時 7 月 3 日 15：30～17:00 

○ 場  所 Ｗａ市インサービストレーニングセンター研修室 

○ 参加人員 15 人(男性隊員 5人、女性隊員 10 人) 

○ 講  師 安全対策チ－ム 鈴木嘱託 

○ 実施内容  

    治安状況視察、住居等点検結果に基づき 

「ガーナにおける安全対策上の問題点と具体的対策」 

       についてパワ－ポイントを使用して実施 

2  北部州、上東部州協力隊員対象 

○ 実施日時 7 月４日 15：00～16:30 

○ 場  所 Tamale 市マリアムホテル会議室 

○ 参加人員 21 人(男性隊員 12 人、女性隊員 9人) 

○ 講  師 安全対策チ－ム 鈴木嘱託 



○ 実施内容  

    治安状況視察、住居等点検結果に基づき 

「ガーナにおける安全対策上の問題点と具体的対策」 

についてパワ－ポイントを使用して実施 

3  所員及び専門家対象 

○ 実施日時 7 月 6 日 10：30～12:00 

○ 場  所 ガーナ事務所 2 階会議室 

○ 参加人員 20 人(所員 11 人、同家族 5 人、専門家 4人) 

○ 講  師 安全対策チ－ム 鈴木嘱託 

○ 実施内容  

    治安状況視察、住居等点検結果に基づき 

「ガーナにおける安全対策上の問題点と具体的対策」 

       についてパワ－ポイントを使用して実施 

 

【セミナー開催状況】 

      ○上西部州協力隊員対象セミナー実施状況 

           
 

  ○北部州、上東部州協力隊員対象セミナー実施状況 
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別添 ２

ガ−ナ国の犯罪被害実態と対策
（平成14年度〜平成18年度）

1. ガ−ナ被害発生状況
（1）年度別被害発生件数 （2）派遣形態別被害割合

形態
協力隊員
（男）

協力隊員
（女） 専門家

事務所
員 計

年度 14 15 16 17 18 件数 23 10 6 9 48

件 6 3 7 13 19 ％ 47.9% 20.8% 12.5% 18.8% 100%

（3）罪種別割合 （4）被害要因

強盗 侵入盗
すり・
置引き

ひった
くり

かっぱ
らい 車上狙 乗物盗 その他 合計 不可抗力

ハード対策
不足

自覚不足
（注意力） 合計

5 24 7 6 1 1 1 3 48 11 19 18 48
10.4% 50.0% 14.6% 12.5% 2.1% 2.1% 2.1% 6.2% 100% 22.9% 39.6% 37.5% 100%
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2 ガーナ国の犯罪の特徴と傾向
  (1)  当国の犯罪被害発生数は、JICA関係者派遣国の中では例年上位10か国内にあったが、14年度は発生数が半数以下に減少し
　　　 15年度には更に減少傾向を示していた。しかし、16年度から再び増加に転じ、17年度は13件発生して滞在者当りの被害確
　　　 率は8.7人に1人とJICA全体の9.7人に1人より高い割合を示すに至った。昨18年度は関係者の派遣増加に伴い更に増加し、
　　　 19件20人の被害(遭遇率6.4人に1人)で、しかも13年度以降発生が無かった銃器使用の屋内強盗も発生している。

  (2)  派遣形態別では、協力隊員の被害割合は68.7%でJICA全体(69.0%)よりやや低く、女性隊員の被害が男性隊員の半数以下で
　　　 あり、女性隊員の安全対策に対する意識がかなり高いことを示している。一方男性隊員は「ガーナは安全」との意識が生
　　　 じ無防備になっている嫌いが見られる。
　　　 専門家の被害発生は13年度は43%、14年度は67%を占めていたが、暴行傷害、忍び込み、車上狙い、押し込み強盗等の被害
　　　 続いたことから安全対策に関する意識が高まり、18年度以降被害が発生していない。

  (3)  罪種別では、侵入盗が50.0%で最も多く、次いですり被害14.6%、ひったくり被害12.5%であるが、侵入盗はJICA全体での
　　　 22.8%に比較して倍以上の発生状態にあるのが特徴である。これに加え、強盗被害は少ないものの屋内強盗被害があり、
　　　 当国の場合、深夜就寝中に侵入される「忍び込み」の被害が多く、この被害は「居直り強盗」に発展する可能性が高い
　　　 ことから侵入盗被害の防止には特に配意することが必要である。当国の手口の特徴として、以前は窓からの侵入が全体の
　　　 30％を占めていたが、窓の防備を強化した結果、最近は、空き巣に関しては「玄関と裏口」からへと侵入手口が変ってき
　　　 ている。しかし、忍び込み被害に関しては、依然として窓から侵入されるケースが多い。

  (4)  被害発生の要因を見ると、自覚不足(不注意)が37.5%で、JICA 全体（62.6％）に比べてかなり低いが、住居等のハ−ド面の
　　　 対策不足が39.6%で、他国にはあまり見られない現象であり、改善の余地があることがうかがえる。
　　　 特に、侵入盗被害は男性隊員に多い(17年度8件中6件、18年度9件中6件)ことから、住居防犯の強化が望まれる。

  (5)  16年度から治安が悪化傾向にあるとのことであり、当国では13年度以降発生のなかった強盗被害が、16年度に屋外強盗、
　　　 17年度には自動車強盗の発生があったが、幸いにも凶器等の使用は無かった。しかし、昨18年度発生の3件の強盗被害は、
　　　 何れも凶器が使用されており、中でも9月早朝に発生したサーベルを使用した路上強盗被害は、被害者が人差し指を3針縫
       う怪我をしており、又深夜にけん銃を所持した押し込み強盗の発生もあったことから、今後も増加が懸念されるので、屋
       外行動時は、「早朝、深夜、日没後の不要不急の外出は避け、可能な限り複数で行動し、自動車、タクシー等に乗 車中は
       ドアの施錠の徹底、交差点や渋滞時の窓締めの徹底を図り、更にバス強盗、タクシ−強盗、カ−ジャック等対策にも十分な
       る配意をし」、屋内にあっては「住居の防備を強化し、施錠忘れの無いようする」ことが望まれる。
　　　 また、強盗遭遇時には[物より命」優先し、対応に誤りのないよう熟知しておくことが必要である。
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